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研究成果の概要（和文）：大学生EFL学習者を対象に、学習エンゲージメントを、フローの理論的枠組みを用い
て検証した結果、グループで英語タスクに取り組んだ場合、フロー理論とは異なり、タスクのチャレンジレベル
や英語学習への動機づけの高さに関わらず、学習エンゲージメントが促進されることが確認された。また、脳同
調データが、グループ学習における学習エンゲージメントの客観的指標になりうる可能性を示すことができた。
本研究において構築された、英語クラスにおけるアクティブラーニング時のマルチモーダルコーパスを利用し
て、今後、どのような教育コミュニケーション時に学習エンゲージメントが促進されるかといった発展研究につ
ながるものとなった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated Japanese EFL students' learning engagement 
using the concept of flow as a framework. Findings from both of the subjective and quantitative 
measurements indicate that (1) contrary to the flow theory, the participants experience increased 
engagement regardless of the task difficulty or their motivation level by working together, (2) 
demonstrates the great potential of neural synchrony as a quantitative measurement of group work. 
This fundamental research will lead to an improved understanding of educational communication and 
the development of neural synchrony as a practical assessment for learning.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
教室内の教師と学習者および学習者間のコミュニケーションが、学習エンゲージメントに及ぼす影響を明らかに
し、アクティブラーニングの効果検証に寄与した点。また、アクティブラーニングを評価する定量的な指標とし
て、脳同調を用いる可能性を示した点。特定の教育コミュニケーションが、教師と学習者および学習者間の脳同
調を高め、共に集中を高めることで、学習効果の高い学びの場構築のための基礎研究となった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、これまで、自己調整学習を理論的枠組みに、学習者が主体的に学びに参加する英
語学習環境を創出することを目的にした様々な授業・カリキュラムの設計およびその効果検証
を行ってきた。結果、日本人英語学習者を対象とした場合、教師と学習者の直接的な関わり（イ
ンタラクション）がその学習の効果や継続において重要な役割を果たしていることが明らかに
なってきた (e.g., Kondo et al., 2012)。実際、教育の現場では、緻密な授業内容やカリキュラム
の設計の重要性にも劣らず、教室内のインタラクションから生まれる「同調」(synchronization) 
の重要性が注目されてきており、「教室内の皆が互いにこの状態（同調）にあるとき最も効果的
な授業が実現」するとされている(Kent, 2013)。これまで、このような「同調」は主に身体的な
同調を通じて実験的に検証されてきたが (Bernieri, 1988)、近年、コミュニケーションの在り方
や質を，相互作用する二者間の脳活動の同調という観点から評価する試みが進んでいる (e.g., 
Stephens, Silbert, & Hasson, 2010; Cui, Bryant, & Reiss, 2012; Jiang, et al., 2012)。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、EFL アクティブラーニング環境下の教師と学習者、また、学習者間のインタ
ラクションに焦点を当て、どのような教育コミュニケーション（言語・非言語を含む）が授業（学
び）の活性化につながるかを、脳同調データ（定量的データ）とビデオを用いた振り返り（定性
データ）を用いた混合研究法で明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、授業の活性化を学習エンゲージメントが促進された状態として捉え、これを
Csikszentmihalyi が提唱した『フロー (Flow)』の枠組みを用いて検証することとした 
(Csikszentmihalyi, 1990)。フローとは、内発的に動機づけられた自己の没入感覚を伴う楽しい
経験を指し、フロー状態にあるとき、人は高いレベルの集中を示し、楽しさ、満足感、状況のコ
ントロール感、自尊感情の高まりを経験すると説明されている。２で示した研究課題を遂行する
にあたり、研究期間中、合計３つの実験を実施した。３つの実験における参加者の脳同調の測定
には、超小型近赤外分光測定装置(NIRS)を使用した（図１）。分析には、時空間的に局所的な同
調関係を評価することが可能なウェーブレット変換コヒーレンス (Wavelet Transform 
Coherence:WTC) 解析を適用した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            図１. 超小型近赤外分光測定装置と実験風景 
 
(1)予備実験（2016 年度）：教師と学習者のインタラクションに注目し、アクティブラーニング
中の教師の足場がけ（Scaffolding）が学習者のフローを促進するかを検証するために、日本の大
学に通う非英語専攻 EFL 学習者 48 名を対象に、実際の教室環境において実験を実施した。参
加者には事前に通常時のフロー状態を測定する質問紙（Dispositional Flow Scale -2）を実施し、
上位思考スキルを必要とする CBLグループ活動に参加してもらった。この際、ランダムに選択
した 16名（４名グループ x 4）に超小型 NIRSを着用してもらい、活動中の脳同調を測定した。
CBLグループ活動後、活動時のフロー状態を測定する質問紙（Flow State Scale-2）を実施した。
この実験から２週間後、参加者に活動中のビデオを見ながら、2分毎のフローレベルを報告する
振り返りセッションを実施し、脳同調データとの相関を確認した。 
 
(2)本実験（2017年度）: 脳同調が授業の活性化の指標となりうる可能性をまずは確認すること、
また、フローが起こるタスクのチャレンジレベルと参加者のスキルレベルのバランスを特定す
ることを目的とし、できるだけ交絡変数を取り除くために、シンプルな実験デザインに変更した
上で、実験室環境において実験を実施した。対象は、日本の大学に通う非英語専攻 EFL学習者
15名で、チャレンジレベルの違う４つのタスク（1=簡単、2=適度、3=少し難しい、4=難しい）
を３人で協力しながら実施してもらい、各タスク終了後にフローを測定する質問紙（Shor Flow 
State Scale）に回答してもらった。後日、振り返りセッションを実施し、活動を録画したビデオ
を見ながら、フロー度と納得度を測定してもらった。 
 
(3)追加実験(2018 年度)：フロー理論に基づき、英語専攻者との比較が必要と判断し、本実験と
同じ実験デザインを用いて、日本の大学に通う英語専攻 EFL 学習者 18 名を対象に追加実験を
行なった。 
 

 



４．研究成果 
(1)3 つの実験から、英語授業におけるアクティブラーニング場面に特定したマルチモーダルコ
ーパスを構築した。今後、参加者の脳同調データおよび心理尺度データと合わせ、このマルチモ
ーダルコーパスを利用して、言語・非言語両方の観点から、授業活性化につながる教育コミュニ
ケーションの特定を行う。 
 
(2)参加者の専攻（英語専攻または非専攻）や、タスクのチャレンジレベルに関わらず、フローを
経験することが判明した。今回の実験で使用した質問紙を開発・配布しているMind Garden, Inc.
が示している数値（4.5以上が高いレベルのフロー状態、3.6~4.4が適度なレベルのフロー状態、
1.0~3.5 はフロー状態でない）を基準に今回の結果をみると、英語専攻者の Task 4 以外はすべ
てのレベルにおいて参加者が、グループでタスクを実行中にフロー状態にあったといえる。これ
は、英語タスクそのものではなく、それを実行する過程におけるグループ間コミュニケーション
を楽しんでいることが影響していると考えられる。実際、参加者からも「一人で実施していたら
ここまで集中したり、一生懸命取り組めたりできなかった」という意見が複数あった。 
 

表１ 参加者のタスク毎のフローレベル平均 
Task Task difficulty English majors Non-English majors 
1 easy 3.90 3.81 
2 moderate 3.81 3.74 
3 somewhat difficult 3.66 3.73 
4 difficult 3.41 3.58 

 
(3) フロー理論では、タスクのチャレンジレベルとタスク実施者のスキルレベルが高い位置でバ
ランスが取れた際に、フロー状態になると考えられているが、英語アクティブラーニング環境に
おいては、この理論に反して、より低いレベルでフローを経験することが判明した（表１）。ま
た、チャレンジレベルとスキルレベルが合っていると報告されたタスクは、英語専攻者は Task 
2（適度なチャレンジレベル）、英語非専攻者は Task 3（少し難しいチャレンジレベル)であった。
これは、母語ではなく、学習外国語でタスクを実施していることが影響している可能性が考えら
れるが、詳しくは今後の質的に調査が必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 英語専攻者のフロー経験バランス 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 英語非専攻者のフロー経験バランス 
 

(4) 一連の実験結果から、脳同調データが、学習エンゲージメント（フロー）の客観的評価とな
りうる可能性が確認できた。図４の左側、赤で囲んだ部分のデータは、参加者が Task 4と１を
実施中、脳同調データが低いことを示している。この点については、参加者の主観評価とずれが
みられる。一方、右側、赤で囲んだ部分は、参加者が Task 1を実施している際、脳同調データ
が非常に高くなっていること、また活動中コミュニケーションを行なっていない部分は低くな
っていることを示している。表１が示すように、参加者たちは Task 1を実施している際、最も
フローを感じたと報告していることからも、この点については、参加者の主観評価と一致する。
今後、別のタスクで同様の検証を実施したり、参加者を増やすことで、引き続き確認をしていく
必要がある。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
図４ 脳同調データ 

 
 

元々予定になかった追加実験を最終年度秋に実施した結果、現在まだ結果の分析は進行中であ
る。今後は、(1)マルチモーダルコーパスを利用した、学習エンゲージメントを高めるコミュニ
ケーション特定、(2) タスクを変えての検証実験の実施、(3) (1)で特定したコミュニケーション
の有効性の検証、(4) 実際の教室環境での調査など、今回の基礎研究を元に教育コミュニケーシ
ョン研究を発展させていく必要がある。 
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